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退職幹部自衛官等に対する航空自衛隊基地入門証の交付要領について
（通達）（登録外報告）

標記について、平成２１年１１月１日以降、別紙のとおり実施することとしたの
で、航空自衛隊基地入門証所持者については、航空自衛隊基地服務規則（平成５年
航空自衛隊達第６号）第４１条第１項第９号の該当者として応対されたい。

なお、空幕総第６８４号（５５．１２．２６）（航空自衛隊報第３４０号掲載）
は、平成２１年１０月３１日限り廃止する。

添付書類：別紙「退職幹部自衛官等に対する航空自衛隊基地入門証の交付要領」
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別紙

退職幹部自衛官等に対する航空自衛隊基地入門証の交付要領

１ 趣旨
この要領は、退職幹部自衛官等に対して基地出入り時の便宜を図るため、航空

自衛隊基地入門証（以下「基地入門証」という。）の交付等に関し必要な事項を
定めるものとする。

２ 交付の対象
(1) 退職時に准空尉以上の自衛官又は航空自衛隊に在籍する事務官等（行政職俸

給表(一)の２級又はこれに相当する各俸給表の職務の級以上の者をいう。以下
同じ。）であった者で、申請に基づく審査により適当と認めたもの

(2) 退職時に陸将補又は海将補以上の自衛官であった者で、陸上幕僚監部監理部
総務課長又は海上幕僚監部総務部総務課長を経由し申請のあったもの

(3) 前各号のほか、航空幕僚長が特に必要と認めた者

３ 出入りできる基地及び分屯基地
航空自衛隊の全基地（市ヶ谷基地を除く。）及び全分屯基地

４ 発行権者
航空幕僚長

５ 交付等に関する事務
(1) 航空幕僚監部総務部総務課長（以下「総務課長」という。）が担当するもの

とする。
(2) 総務課長は、次項第１号アの規定により提出された航空自衛隊基地入門証発

行申請書及び同項第２号の規定により返送された受領書を適切に管理し、基地
入門証の授受を明らかにしておくものとする。

(3) 前号に規定する航空自衛隊基地入門証発行申請書及び受領書は、第１２項の
規定により基地入門証が返納されるまでの間保存するものとする。

６ 交付手続
(1) 申請

ア 基地入門証の交付を希望する者には、付紙様式第１に定める航空自衛隊基
地入門証発行申請書に、写真３枚（３か月以内に撮影した無帽かつ私服で上
半身のもの。大きさは横２．５センチメートル、縦３センチメートル）を添
えて、発行権者（総務課長気付）に申請させるものとする。

イ 発行権者は、アの申請について審査し、交付を必要と認めた場合は、付紙
様式第２に定める基地入門証を交付する。

(2) 交付
郵送（簡易書留）により交付するものとし、その際、付紙様式第３に定める

受領証を同封し、当該受領証を発行権者（総務課長気付）に返送させる。
(3) 費用負担

手続に係る費用は、申請者の負担とする。

７ 有効期間
発行日から発行日の属する年度の翌々年度の末日までとする。ただし、再交付

された基地入門証の有効期間は、再交付前の有効期間とする。



８ 更新手続
更新を希望する者には、有効期限の３か月前から手続を行うことができる旨を

教示した上で、第６項に定めるところにより改めて申請させるものとする。

９ 亡失又はき損した場合の処置等
(1) 基地入門証を亡失し、又はき損した旨の連絡を受けた場合は、速やかに付紙

様式第４に定める航空自衛隊基地入門証亡失及びき損届を発行権者（総務課長
気付）に提出させるものとする。

(2) 基地入門証の再発行を希望する者には、前号の届出の後、第６項に定めると
ころにより、改めて申請させるものとする。

10 不正使用の場合の処置
基地入門証の譲渡、貸与又は改ざん等の不正使用を確認した場合は、速やかに

状況を航空幕僚長（総務課長気付）に報告するものとする（登録外報告）。

11 無効の指定公示
発行権者は、第９項の届出があった場合又は前項の報告を受けた場合等基地入

門証を交付していることが適当でないと認めた場合は、当該基地入門証を無効と
し、その旨を航空自衛隊報において公示する。

12 返納
所持者から基地入門証が不必要となった旨の申出を受けた場合又は基地入門証

が無効となった場合は、速やかに発行権者（総務課長気付）に返納させるものと
する。

13 その他
空幕総第６８４号（５５．１２．２６）に基づき発行された航空自衛隊基地入

門証（以下「旧入門証」という。）については、当該入門証に記載された有効期
限まで引き続き使用することができる。



付紙様式第１

航空自衛隊基地入門証発行申請書
（市ヶ谷基地を除く。）

航空幕僚長 殿
（総務課長気付）

平成 年 月 日
申請年月日等

新規 ・ 更新（航空自衛隊基地入門証番号 ）

ふりがな

申請者氏名 印

生年月日 大 昭 年 月 日生

退職時認識番号 退職時階級

退職年月日 ． ． 退職時所属
申

〒
請

現住所
者

℡
記

勤務先名
入

欄 勤務先住所
℡

出入先基地等名

申請理由

審記 上記の申請について、審査の結果適当であり、航空自衛隊基地入門証の交
査 付を必要とする者であることを証明する。
担入
当 平成 年 月 日
者欄 総務課長 印

発行年月日 平成 年 月 日
発記
行 入門証番号 第 号 写真貼付
担入 縦３．０㎝
当 有 効 期 限 平成 年 月 日 横２．５㎝
者欄

備 考

※注：１ 太枠内を記入してください。
２ 住所は、郵便物が配達される範囲で省略されても結構です。



航空自衛隊基地入門証

付紙様式第２

（表面）

写

真真

（裏面）

この入門証は、航空自衛隊の基地・分屯基地(市ヶ谷基地を除く。)入門証 、航 自衛隊 分屯 (市ヶ谷 除く。)

の出入りに使用できます。

所有者は、次の事項をご承知下さい。

１ この入門証は、本人のほかは使用することができません。

２ 基地出入り時は、この入門証を警衛に呈示してください。

３ 訪問先以外の庁舎等への出入りはご遠慮ください。

４ この入門証が不必要又は無効となった場合は、航空幕僚監部

総務部総務課長へ返納して下さい。



 

付紙様式第３ 

 

平成  年  月  日 

 

各位 

航空幕僚監部総務部総務課長 

１等空佐 ○○ ○○ 

  

入門証が発行されましたので交付いたします。 

お手数ではございますが、下記の受領書をご返送いただきますようお願いいたし

ます。 

なお、旧入門証をお持ちの場合は、ご一緒にご返送ください。 

 

 

 

 

 

 

 

受 領 書 

 

 

航空幕僚長 殿 

（総務課長気付） 

 

 

入門証番号 

 

        

（※受領されました入門証の番号をご記入ください。） 

 

 確かに受領しました。 

 

氏名 ：               印 

 

受領日：  平成   年   月   日 

 

住所 ：  〒 

 

キリトリ線 



 

付紙様式第４ 

航空自衛隊基地入門証亡失及びき損届 

 

航空幕僚長 殿 

（総務課長気付） 

年    月    日  

 

氏     名           印 

退職時の階級等             

住     所            

℡                

 

航空自衛隊基地入門証を（亡失・き損）したので連絡します。 

 

１ 入門証番号 

 

 

２ 年月日及び時間 

 

 

 

３ 状況及び場所 

 

 

 

 

 

 

 

４ その後の処置 
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